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【講演】

テーマ：「医療者と患者や家族の対話を通した信頼関係の構築を目指して」
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＜要旨＞

　1999年に、米国で「人は誰でも間違える(To Err is Human)」が出版され、防げる医療事故で多くの

人が亡くなっている事実が社会に衝撃を与えた。同年、日本では、横浜市立大学付属病院における患者

取り違え事件が起きた。これらから示唆された事は、患者誤認に関する一定の簡素な手順を作成し、そ

れを徹底的に遵守する事や、医療への患者参加の重要性である。

近年、医療安全において重要視されているのは、チェックリストの導入と、コミュニケーションについてである。例えば、手術安全チェックリストの活用は死亡率、合併症発生率の減少につながっている。その為、チェックリストの活用は医療の安全に必須だと考えられるようになってきている。また、円滑なコミュニケーションは、患者安全の原点である事と認識されてきている。

医療現場では、患者を中心として様々な職種やスタッフが関わっている。事故が起きる原因のひとつに、他職種やスタッフ間の意思疎通が十分に図られないことがあげられる。必要な情報が、伝達されないまま誤った判断がされ、事故につながることも少なくない。日頃から他職種やスタッフ間で、コミュニケーションを図り、気軽に意見交換や相談できる職場環境を作っておくことが大切である。その院内コミュニケーション改善の提言として「①挨拶　②患者の最善の利益の尊重　③Situational briefing(SBAR)の普及：緊急時のコミュニケーション　④Two Challenge Ruleの宣言と普及：二回戦ルール　⑤侵襲的行為時の事前確認(タイムアウト・ブリーフィング)、事後省察(デブリーフィング)　⑥短時間でわかりやすく教える　⑦わからないことを尋ねる　⑧導入・感謝の言葉」をあげる。

ここ、数年、患者・家族側からの医療事故の訴訟件数は増えている。これは、家族との日頃のコミュニケーション不足から生じる、医療側への不信感の表れでもある。患者・家族とも、日頃から自由に語り合える関係や環境を作っておくことが大切である。その為には患者・家族ときちんと向き合い、ともに考える医療、すなわち、正しい意味でのインフォームドコンセントの理解が必須である。医療は患者の為に行うものであり、その主役である患者が医療に参加することが重要である。このことは安全に医療を提供していく為にも大切であり、患者と医療者側との対話によって、医療内容に対する患者の理解が進むとともに、相互の理解がより深まる。

患者参加の医療安全は、患者、医療者間の良好なコミュニケーションが基本である。そのコミュニケーションのきっかけとして「挨拶」「笑顔」「勇気」は大切である。医療者間、また、医療者と患者、家族とのコミュニケーションがリスク軽減・安全管理につながり、また病院価値の向上へもつながる。その為には、医療を提供する側だけではなく、患者やその家族のような医療を受ける側にも、重要な役割がある。そして、双方の役割を機能させる為には、コミュニケーションを深め、対話を通した信頼関係の構築が重要である。

＜考察＞

近年、医療現場では患者中心の医療の実践が求められ、患者参加型の意思決定、患者参加型の医療安全など、医療者と患者･家族との協力関係やコミュニケーションの重要性が指摘されている。しかし、医療安全につながるコミュニケーションのとり方、良好な関係構築に役立つコミュニケーションの工夫などには、まだまだ不十分な点がある。医療事故の発生プロセスの中には、コミュニケーションの様々な問題が潜んでいることが多く、コミュニケーションの改善・活性化させていく必要性を痛感した。

医療においては多様な職種や部門が存在し、チームで医療を行っている。安全な医療の提供のためには、部門・職種の違いを問わず、相互に意見を交わしあうことが重要である。特にチーム内では、お互いが指摘し、協力しあえる関係にあることが不可欠と言える。その為に、院内コミュニケーションの改善や、チームワーク形成が必要であり、今後は、長谷川先生が記した院内コミュニケーション改善の為の提言を実践してきたい。

医療安全に対する基本的な姿勢は、患者・家族と医療者間のコミュニケーションを図り、信頼関係を築き、患者の納得の上に医療を提供する事である。その為に、さらに、医療に患者の参加を促す取り組みが必要である。まず、患者や家族にパートナーとして参画してもらい、情報と意思決定を共有していく。現在の問題や、目標（何を目指すのか）、目標に到達するための方法、目標に到達するためのそれぞれの役割、実施した治療の結果の解釈・評価の情報等や、決定に至るプロセスを共有する。そして、日常的に医療内容について十分に説明し、一方的な説明ではなく、患者との対話を心がける事が大切である。また、患者が質問や考えを伝えやすい雰囲気作りも重要となる。

今回の研修では、医療安全の知識を深めるとともに、日常のケア、業務について振り返る事ができた。今回得たものを、今後の看護に役立て、医療安全活動に役立てていきたい。
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